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件　　名 佐賀県遺産に「鹿島城址にのこる松蔭神社」が認定されました

アピールポイント
　令和４年１月１４日に開催された「令和３年度第２２回佐賀県美しい景
観づくり審議会」からの答申を受け、令和４年２月１日付けで「鹿島城址
にのこる松蔭神社」が佐賀県遺産として認定を受けることになりました。

説　　明





　

　名称：鹿島城址にのこる松蔭神社
　所在地：鹿島市大字高津原４６０番地
　員数：７　（本殿、幣殿、拝殿、石垣、鳥居、石灯篭、狛犬）
　
　

　なお、今回の認定により鹿島市内の「佐賀県遺産」は建造物７件になり
  ました。
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申請者 佐賀県遺産名 概要

第２２回佐賀県美しい景観づくり審議会　佐賀県遺産認定箇所
所在地

鹿島市長

鹿島城址にのこる松蔭神社 鹿島市大字高津原460
　
　松蔭神社は鹿島城址の一画に設けられて
おり、1633（寛永10）年に初代鹿島藩主鍋
島忠茂が祀られたことに起源をもつ。1741
（寛保元）年に現在の北鹿島常広地区に松
蔭神社が創建されて以来、歴代藩主の霊神
が合祀され続けた。1804～1818年（文化年
間）に鹿島城の移転とともに現在の高津原
に移転した。藩政期における城の新築移転
は珍しく、背景には度重なる洪水被害から
の復旧に莫大な財政負担がかかっていたこ
と、外国船が頻繁に日本近海に現れる不穏
な情勢の中長崎近辺の海防を意識していた
ことがあると考えられる。神社周辺には石
垣や環濠など城時代の面影が残る。
　佐賀県遺産に認定されたのは、本殿、幣
殿、拝殿、石垣、鳥居、石灯篭、狛犬の７
件。
　松蔭神社周辺の一帯は「旭ヶ岡公園」と
して整備されており、県内有数の桜の名
所。春には多くの花見客でにぎわう。


